
巨大水槽を探検
洪水集め江戸川に放流する首都圏外郭放水路
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地
底
17
ｍ
、
幅
78
ｍ
、
長
さ
一
七
七
ｍ
、
サ
ッ

カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
二
面
の
広
さ
の
巨
大
水
槽
の
底

で
、
見
学
と
探
検
を
か
ね
て
地
底
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
く
と
言
う
。
寒
い
ぞ
、
い
っ
ぱ
い
着
込
ん

で
来
い
と
言
わ
れ
、
埼
玉
県
の
東
南
、
庄
和
町
の

地
底
に
あ
る
と
い
う
江
戸
側
沿
い
の
国
土
交
通
省

首
都
圏
外
郭
放
水
路
に
出
か
け
た
。

豚
汁
を
い
た
だ
き
、
ポ
ッ
カ
ポ
ッ
カ
の
カ
イ
ロ

ま
で
も
ら
い
、
中
に
ト
イ
レ
は
な
い
か
ら
、
済
ま

せ
て
お
く
よ
う
念
を
押
さ
れ
、
百
十
段
の
階
段
を

慎
重
に
下
り
た
先
が
左
の
写
真
。
極
寒
の
は
ず
な

の
に
、
下
の
写
真
の
よ
う
に
薄
着
カ
ル
テ
ッ
ト
の

和
や
か
な
出
迎
え
に
驚
い
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催

者
が
言
う
「
神
秘
的
で
パ
ル
テ
ノ
ン
宮
殿
の
よ

う
」
と
言
う
の
は
納
得
で
き
た
が
、
地
底
は
本
来

暖
か
い
の
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
い
歩
く
。

埼
玉
県
の
中
川
・
綾
瀬
川
流
域
の
浸
水
被
害
を

解
消
す
る
た
め
に
、
五
つ
の
立
坑
を
建
設
、
溢
れ

る
洪
水
を
、
こ
の
水
槽
に
集
め
、
江
戸
川
に
放
水

す
る
。
水
の
な
い
水
槽
の
底
は
、
さ
す
が
に
ひ
ん

や
り
。
パ
ル
テ
ノ
ン
よ
り
ぐ
ん
と
堅
牢
か
、
太
い

柱
が
五
九
本
、
地
の
果
て
は
暗
く
て
見
え
な
い
。

こ
の
テ
ッ
ペ
ン
ま
で
洪
水
が
流
れ
込
み
、
貯
水

さ
れ
る
と
聞
け
ば
息
が
詰
ま
り
そ
う
に
な
る
。
コ

ン
ク
リ
の
無
機
質
な
風
景
は
、
や
は
り
神
秘
的
。

溢
れ
る
洪
水
を
集
め
る
立

坑
が
五
か
所
、
こ
れ
も
デ
ッ

カ
イ
。
内
径
10
ｍ
、
深
さ
70

ｍ
。
こ
の
立
坑
の
水
は
国
道

16
号
の
下
50
ｍ
に
あ
る
内
径

10
ｍ
の
水
路
６
・
３
キ
ロ
を

通
っ
て
水
槽
に
流
れ
込
む
。

写
真
の
建
物
が
排
水
機
場
、

こ
こ
で
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
エ
ン

ジ
ン
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
プ
ー

ル
ほ
ど
の
水
量
な
ら
一
秒
間

で
江
戸
川
へ
排
水
す
る
。
た

だ
し
、
タ
ー
ビ
ン
は
現
在
二

台
（
四
台
に
な
る
）
で
あ
る
。

見
下
ろ
す
江
戸
川
は
い
い

景
色
で
あ
る
。
機
場
は
龍
Ｑ

館
と
い
う
広
報
施
設
に
な
っ

て
い
て
、
地
底
体
感
ホ
ー
ル

な
ど
が
あ
る
。
庄
和
町
で
は
、

周
辺
を
水
辺
の
丘
と
名
づ
け

て
町
起
こ
し
の
「
名
所
」
に

す
る
方
針
の
よ
う
で
あ
る
。

散
策
に
も
絶
好
で
あ
る
。

庄
和
町
の
地
底
に
「
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
」

排水機場の上には地底体感ホールもある龍Ｑ館

埼
玉
県


